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　米国 National Jewish Health を中心とする研究





MUC5B 蛋白質が IPF 患者の肺組織で過剰に産生
されていることを確認し、MUC5B 蛋白質が IPF 
の発症・進展に関与している可能性を示した2）。




FIP 患者 83 例、IPF 患者 492 例および健常対照者 
322 例について、候補領域の遺伝子多型と頻度を解
析した。見つかった 19 個の SNP のうち、MUC5B
遺伝子の転写開始点から 3 キロベース上流に位置
する SNP は、危険対立遺伝子の頻度が、健常対照
者では 9% であるのに対し、FIP では 34%、IPF で
は 38% であり、両疾患と最も強い連鎖が認められ
た。危険対立遺伝子を 1 つ持っている場合と 2 つ
持っている場合の発症リスクは、それぞれ FIP で









的に解析した結果、IPF 患者の病変部位で MUC5B 
蛋白質が多量に分泌されていることが明らかとな











されており、治療法は確立されていない。米国 National Jewish Health を中心とする研究グループは、 
IPF および FIP の疾患感受性遺伝子を解析し、粘液蛋白質の遺伝子である MUC5B 遺伝子の発現調節領
域に、両疾患の発症リスクを 7〜22 倍に高める一塩基多型（SNP）を見出した。さらに、MUC5B 蛋白
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